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あ
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早
い

ク
サ
ス
マ
ス
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”
雪
が
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
ム
ー
ド
が
出
ま
せ
ん
が
…
…
…

ク
リ
ス
マ
ス
オ
メ
デ
ト
ウ
．
”

　
去
る
二
日
、
高
倉
の
国
際
村
で
は
、
ひ
と
あ
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
で

大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
．

　
村
中
総
出
で
歓
迎
す
る
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
、
今
年
で
六
回
目
、
大
人

た
ち
は
酒
を
く
み
か
わ
し
、
子
供
た
ち
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
山
で
す
．

　
暮
色
が
せ
ま
る
と
デ
ッ
カ
イ
ツ
リ
ー
が
、
ひ
と
き
わ
あ
ざ
や
か
に
点

滅
し
て
い
ま
し
た
．
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7－3018

ラ
　
　
　
　
　
　

町
町
条

　
明
袋
神
中

2－2957

5－2003
7－5566
2－3276

（川原町）

（下条）

（高田町）

（西浦東）

一12月の休日救急医一

17日山口医院
24日　富田医院
31日中条病院
　1月上旬の予定

1日　大島医院
2日　山口医院
3日　十日町病院
7日　至誠堂医院
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議会醐、今聯擁羅灘錆

瓦報告ま講轟雛歴1誘壷
　　晴糠　　　　　　　　予算ほか2件の議案ですが、一の

補正予算には、新規に千手小学校

例会では、同校舎の建設工事請負
契約が議決されました．　　　　ヨ直

千
手
摩
校
舎
建
設

施
工
は

　
　
　
　
　
　
　
丸
山
工
務
所

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
工
務
店

　
臨
時
議
会
で
の
審
議
さ
れ
た
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

風
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
七
百

餐
亡
二
万
八
千
円
の
追
加
・
こ
れ
は
・

新
設
工
事
と
し
て
赤
谷
の
排
水
路
、
山

野
田
・
三
領
・
下
原
の
三
か
所
に
防
火

水
槽
の
建
設
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
干
手
小
学
校
の
校
舎
建
設
費

に
九
千
百
四
十
一
万
九
千
円
を
新
規
に

計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
校
舎
建
設
は
、

　
　
　
今
年
・
来
年
の
二
か
年
工
事
と

　
　
　
な
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
な
お
、
そ
の
ほ
か
の
補
正
は
、

　
　
　
小
額
の
も
の
の
増
減
で
す
が
、

▲改築が決った千手小校舎．

一
』
‘

着
手

ー
キ
写
ノ
卿

の
協
同
企
業
体
ね

こ
の
補
正
総
額
は
九
千
七
百
五
十
二
万

八
千
円
、
一
般
会
計
総
額
は
二
十
六
億

二
千
八
十
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

囹
モ
デ
ル
事
業
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
町
道
栄
町
上
新
井
線
に
つ
い
て
、
工

事
の
一
部
変
更
に
よ
り
三
十
九
万
五
干

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

囹
総
合
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
前
回
の
議
会
で
議
決
さ
れ
た
条
例
の

内
容
整
理
・
字
旬
の
見
直
し
な
ど
を
行

っ
た
も
の
で
す
。
体
育
館
利
用
に
あ
た

っ
て
の
規
定
は
、
今
ま
で
お
知
ら
せ
の

と
お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

釆
秋
に
は

　
　
　
　
近
代
的
な
校
舎
が
…
…

　
一
方
、
今
月
二
日
の
定
例

議
会
で
は
次
の
二
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

囹
仙
田
地
区
広
報
放
送
施
設

設
置
条
例
に
つ
い
て

　
別
掲
の
よ
う
に
、
広
報
無

線
が
完
成
し
た
こ
と
に
と
も

な
い
、
管
理
・
運
用
な
ど
を

規
定
し
た
も
の
で
す
。

保
険
料
は

　
　
税
金
の

　
　
　
控
除
対
象
に
〃

　
今
年
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年

末
調
整
や
自
営
業
者
な
ど
が
確
定
申

告
を
す
る
と
、
そ
の
額
が
ま
る
ま
る

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　
十
二
月
は
、
年
末
調
整
の
月
で
す

か
ら
、
該
当
す
る
人
は
、
ご
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
控
除
さ
れ
る
額

　
昭
和
五
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
に
納
め
た
、
次
の
保
険
料
額
が

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
定
額
保
険
料
、
五
十
三
年
一
月
か
、

ら
三
月
ま
で
は
一
か
月
に
つ
き
二
千

二
百
円
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
は

一
か
月
に
つ
き
二
千
七
百
三
十
円
。

（
定
額
保
険
料
を
一
年
間
ま
る
ま
る

納
め
た
場
合
は
三
万
一
千
百
七
十
円
）

弘
ー
〈
ー
し

　
D

②
付
加
保
険
料
、
五
十
三
年
一
月
か

ら
十
二
月
ま
で
一
か
月
に
つ
き
四
百

円
。
（
付
加
保
険
料
を
一
年
間
ま
る

ま
る
納
め
た
場
合
は
四
千
八
百
円
）

※
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
を
あ

わ
せ
て
、
一
年
間
ま
る
ま
る
納
め
た

人
の
場
合
は
三
万
五
千
九
百
七
十
円
。

③
五
十
三
年
一
月
か
ら
、
五
十
三
年

十
二
月
の
間
に
納
め
た
未
納
保
険
料

や
追
納
保
険
料
、
特
例
保
険
料
の
総

額
。　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
て
い
る

場
合
は
、
細
か
い
計
算
を
必
要
と
し

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
（
電
・
八
上
↓
二
一

一
、
有
・
二
一
三
二
）

囹
千
手
小
学
校
校
舎
建
設
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

　
株
式
会
社
丸
山
工
務
所
・
株
式
会
社

高
橋
工
務
店
の
建
設
協
同
企
業
体
に
よ

り
施
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
費
は
二
億
二
千
七
百
六
十
万
円
、

来
秋
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
近
代
的
な
校
舎
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

工
業統
計
に

ゆ

こ
協
力
を
グ

　
　
　
　
　
　
　
●

　
今
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
「
工
業
統
計
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
と
、

そ
の
本
店
・
支
店
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
年
末

年
始
の
お
忙
し
い
中
を
調
査
員
が
．
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

カ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
都
市
開
発
や
、
下
水

道
整
備
計
画
な
ど
の
資
料
に
役
立
て
る
も
の
で
、
統
計
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

馬
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件
の
建
設
事
業
を
ま
と
め
て

博
　
　
　
　
　
％
合
同
し
ゆ
ん
工
式

　
今
年
も
、
先
月
二
十
二
日
に
合
同
し

ゅ
ん
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

対
象
に
な
っ
た
嚢
は
、
総
禽
育

館
や
モ
デ
ル
事
業
な
ど
お
よ
そ
百
九
十

件
、
事
業
費
で
み
ま
す
と
、
十
四
億
二

千
六
百
四
十
八
万
円
と
い
う
数
字
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
直
接
町
の
手
で
施
工
し

た
も
の
や
、
町
予
算
を
支
出
し
て
行
っ

た
工
事
の
総
額
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

国
や
県
が
川
西
町
に
対
し
て
施
工
し
て

く
れ
た
嚢
も
ま
た
ぼ
う
大
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
列
記
し
て
み
ま
す
と
、

道
路
な
ど
の
土
木
関
係
費
に
約
四
億
五

千
万
円
、
基
盤
整
備
な
ど
土
地
改
良
事

業
に
約
八
億
六
千
万
円
、
ま
た
、
県
立

高
校
関
係
に
三
億
七
千
七
百
万
円
と
い

っ
た
ぐ
あ
い
。
こ
れ
ら
を
全
部
ま
と
め

て
み
ま
す
と
、
町
内
に
投
じ
ら
れ
た
事

業
費
は
、
三
十
一
億
一
千
万
円
以
上
と

い
う
巨
額
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
灘

》
名
誉
町
民
の
児
玉
画
伯
も

　
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

▲
今
年
も
巨
額
が
投
じ
ら
れ

　
ま
し
た
…
…
…
　
と
あ
い

　
さ
つ
の
根
津
町
長

▼
善
行
者
の
お
二
人
を
表
彰
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皆
さ
ん
の
年
金
を

　
　
　
借
り
受
け
て

田
戸
簡
水
が
完
成

霧
レ
田
戸
の
浄
水
場

　
今
年
、
六
月
以
来
工
事
を
進
め
て
い

た
田
戸
部
落
の
簡
易
水
道
が
、
先
月
末

で
完
成
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
毎
年
簡
易
水
道
を
建
設
し

て
い
ま
す
が
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

地
方
債
（
国
等
か
ら
の
借
金
）
を
、
大

き
な
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
借
金
の
う
ち
、
田
戸
簡
易
水
道

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
年
金
積
立
金

か
ら
、
二
千
八
百
六
十
万
円
の
融
資
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総

工
事
費
六
千
百
五
十
万
円
の
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
積
立
て
る

年
金
は
、
老
後
の
保
障
ば
か
り
で
な
く
、

身
近
か
な
町
の
事
業
な
ど
に
も
大
き
く

役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

町
道
の
改
良
舗
装
な
ど
に

簡
易
保
険
の
融
資
も

　
皆
さ
ん
の
簡
易
保
険
が
、
今
年
度
も

町
の
建
設
事
業
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
簡
保
資
金
の
還
元
融
資
に
つ
い
て
は

こ
こ
数
年
来
、
小
中
学
校
の
施
設
（
建

物
及
び
用
地
）
整
備
の
た
め
の
資
金
と

し
て
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
五
十
三
年
度
の
場
合
、
今
の
と
こ
ろ

過
疎
対
策
事
業
債
と
一
般
単
独
事
業
債

の
仙
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
事

業
が
貸
付
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
融
資

額
は
、
前
者
が
一
億
百
二
十
万
円
、
後

者
が
九
百
万
円
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
過
疎
対
策
事
業
債
と
し
て
融

資
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
次
の
事
業

で
す
。

○
仙
田
地
区
広
報
放
送
施
設

○
町
道
（
十
路
線
）

　
・
田
中
藤
沢
線
改
良
舗
装

　
・
木
落
原
田
線
舗
装

　
・
元
町
新
町
新
田
線
改
良
舗
装

　
．
木
島
沖
立
線
堤
防
線
舗
装

　
・
高
原
田
伊
友
小
根
岸
線
改
良

　
・
新
町
新
田
岩
瀬
線
改
良
舗
装

．
東
山
新
町
新
田
線
安
全
施
設

．
山
野
田
原
栄
町
線
舗
装

・
高
倉
西
浦
線
舗
装

．
霜
条
坪
山
南
原
線
舗
装

橘
小
に

　
　
“
簡
保
の
樹
〃

　
昨
年
度
に
建
設
し
た
橘
小
学
校
の
屋

内
運
動
場
は
、
建
設
資
金
の
一
部
に
、

や
は
り
簡
保
資
金
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
信
越
郵
便
局
か
ら
、
完
成
の
お
祝
い

と
し
て
「
簡
保
の
樹
」
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
樹
種
は
白
樺
で
、
よ
い
記
念
に
な

る
で
し
ょ
う
。
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；
好
評
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
り
出
し

　
　
　
、
　
　
、
仙
田
地
区
の
広
報
無
線

▽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

▼
　
仙
田
地
区
の
広
報
無
線
が
完
成
し
、
先
月
二
十
日
か
ら
試
験
放

▽
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
か
け
出
し
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
▲

W
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
試
験
放
送
の
結
果
は
上
々
で
、
地
区
の
▲

▼
人
た
ち
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
電
波
△

▽
監
理
局
の
検
査
が
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
試
験
放
送
と
い
う
▲

マ
で
お
智
せ
し
て
い
ま
す
が
、
ま
も
芝
正
式
嚢
が
△

▼
え
る
見
通
し
で
す
。
仙
田
地
区
に
広
報
無
線
が
で
き
た
こ
と
に
よ

叩
野
雛
蘇
羅
⑳
隷
器
糟
鱗
藤
議

▼
の
お
知
ら
せ
を
は
じ
め
、
災
害
時
の
放
送
な
ど
の
適
切
な
情
報
を

▽
流
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
・
　
　
　
　
▲

▼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

区
長
の
手
で

　
　
　
部
落
内
放
送
も

　
仙
田
地
区
の
広
報
無
線
は
、
無
線
の

部
分
と
、
有
線
の
部
分
の
二
つ
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
放
送
設
備
で
す
。

　
略
図
は
、
そ
の
放
送
の
流
れ
を
簡
単

に
表
わ
し
て
み
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
役
場
で
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

と
、
放
送
の
電
波
は
、
各
部
落
に
一
点

ず
つ
あ
る
受
信
機
が
受
信
し
ま
す
。
そ

の
受
信
機
か
ら
は
、
各
戸
に
有
線
で
結

び
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
放
送
が
聞

　
こ
の
設
備
は
、
役
場
か
ら
仙
田
地
区

全
域
（
一
斉
放
送
）
に
放
送
を
流
せ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
部
落

に
だ
け
放
送
（
選
択
放
送
）
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
部
落
で
は
、
部
落
内
放
送

が
区
長
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
行
え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
“
八
，
夜
○
時
か
ら
部
落
総

会
を
行
い
ま
す
の
で
お
集
り
く
だ
さ
い
。

”
、
と
い
っ
た
放
送
を
、
自
分
の
部
落

内
に
流
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
も
、

皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
装
置
は
、
お
互
い
の
通

話
は
で
き
ま
せ
ん
。
役
場
か
ら
で
も
、

▲役場かb

区
長
宅
等
か
ら
で
も
、
一
方
通
行
の
お

知
ら
せ
し
か
で
き
な
い
も
の
で
す
。

放
送
で
き
な
い

　
商
店
の
売
出
し
案
内
等

　
無
線
及
び
有
線
部
分
に
よ
り
成
り
た

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
前
述
の
と
お

り
で
す
が
、
電
波
法
の
適
用
を
受
け
る

無
線
に
つ
い
て
は
、
放
送
内
容
に
つ
い

て
き
び
し
い
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
区
長
な
ど
が
行
う
部
落
内
放
送
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
神
経
を
使
っ
て
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
業
　
醇
職5

105．7％の

達成率

　
“
友
愛
号
”
に
よ
る
、
五

士
二
年
度
の
献
血
事
業
は
、

高
成
績
を
も
っ
て
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
と
に
八
ノ
年
は
、
六
・
二

六
豪
雨
で
一
回
献
血
を
中
止

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年

136

　
　
　
タ

圏
□

62

43

26

3

15

（町外者）

17

（仙田）

82

「
43

（橘）

19

（上野）（千手）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

間
の
成
績
は
一
〇
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
達
成
率
で
す
。

　
年
間
目
標
四
百
二
十
二
名
に
対
し
、

四
百
四
十
六
名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
う
れ
し
い
傾
向
と
し
て
、

　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

み
ん
な

　
　
次
　
　
へ
．

卵
る
v

　
　
　
り
　
　
あ
正
月
を

歳
末
た
す
け
あ
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

　
　
　
　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
o
o
　
　
　
　
　
　
5
0

　
　
初
め
て
の
献
血
者
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
来
年
以
降
も
、
特
段
の
ご
協
力
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
参
考
ま
で
に
、
地
区
別
の
協
力
者
を

　
　
グ
ラ
フ
で
表
わ
し
て
み
ま
し
た
の
で
ご

　
　
覧
く
だ
さ
い
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
　
　
“
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
少
し
で
も
明

　
　
る
い
お
正
月
を
…
：
』
今
年
も
一
日

　
　
か
ら
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
行
っ

　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
浄
財
は
、

　
　
そ
っ
く
り
、
町
内
の
ね
た
き
り
老
人
・

　
　
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
・
ひ
と
り
暮

　
　
し
の
老
人
・
施
設
入
所
者
な
ど
に
お
く

　
　
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
一
世
帯
三
百
円
く
ら
い
の
目
安
で
、

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
あ
た
た
か
い
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。



へ

1【5】1“II”川“”llll”IIll””lllll”IIlll“IllIll””1“”ll”1”llIlllllllll“ll”川川1”llll”llll”広報かわにし／昭和53年12月10日発行（第三種郵便物認可）

＼か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
行
政
に
関
係
す

る
こ
と
と
、
災
害
な
ど
の
緊
急
放
送
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
個
人
的
な
さ
が
し
物

ノ
ニ
　
　
ニ
リ
回

、広報蟹、線略図

ノ
ご
　
　
ご
り

回

　ヂ　　　4
各戸ノ。は有線で

を
　
デ
ご
回
画
郭

髪信受

だ
と
か
、
商
店
な
ど
の
売
り
出
し
案
内
、

特
定
の
宗
教
、
政
治
に
関
す
る
こ
と
な

ど
の
放
送
は
、
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
東
部
地
区
の
有
線
放
送
と
放
送
内

　
　
　
　
容
が
異
な
る
こ
と
に
ご
注
意

　
　
　
　
願
い
ま
す
。

一
朝
タ
ニ
回
の

　
　
定
時
放
送
を

照線薯荻

口謝
h　　　場

口
h

一
（

　
役
場
で
は
、
企
画
室
を
中

心
に
、
放
送
を
お
届
け
す
る

考
え
で
す
。

　
放
送
の
時
間
帯
は
、
今
の

と
こ
ろ
朝
の
八
時
三
十
五
分

か
ら
と
、
夕
方
の
四
時
五
十

分
か
ら
の
一
日
二
回
（
そ
れ

ぞ
れ
五
分
く
ら
い
）
を
定
時

放
送
と
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
日
曜
祝
祭
日
等

や
、
特
別
に
お
知
ら
せ
事
項

の
な
い
と
き
に
は
、
放
送
を

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
か
に
災
害
が

発
生
し
た
り
、
発
生
の
恐
れ

が
あ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、

休
日
・
深
夜
を
問
わ
ず
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
仙
田

地
区
で
、
災
害
等
の
非
常
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
は
八
L
、
一
』
一
番
で
す
。

放
送
原
稿
は

　
　
　
　
　
　
　
早
目
に

　
放
送
は
、
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
だ

け
で
な
く
、
官
公
署
・
学
校
な
ど
か
ら

の
お
知
ら
せ
も
い
た
し
ま
す
。

各
種
行
事
の
案
内
・
中
止
な
ど
の
お

知
ら
せ
事
項
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、
早

目
に
企
画
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
放
送
内
容
を
、
適
宜
の
原
稿
用
紙
に

ま
と
め
、
お
届
け
い
た
だ
け
た
ら
な
お

結
構
で
す
。

一
力
－
の
電
源
は

ピ
ぬ
か
な
い
よ
う
に

ス
　
各
家
庭
に
備
え
付
け
の
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
常
に
電
源
を
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
、
聞
き
や
す
い
音
に

あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の

位
置
と
、
皆
さ
ん
が
聞
き
と
る
場
所
で

一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
は
3
～
4
く
ら
い
の
位
置
が
適
当
か

と
思
い
ま
す
。
（
役
場
か
ら
の
放
送
と

区
長
さ
ん
の
放
送
が
、
本
来
な
ら
同
じ

く
ら
い
の
音
で
流
れ
る
は
ず
な
の
で
す

が
、
こ
れ
は
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
の
使
い
方

に
よ
っ
て
も
ち
が
っ
て
き
ま
す
。
区
長

さ
ん
な
ど
が
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
マ

イ
ク
ロ
ホ
ン
か
ら
十
セ
ン
チ
く
ら
い
離

れ
て
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
）

£｛

》

、

　　毎年、冬になると、酸素欠乏による事故が増えます。なかでも多いのが、ス
　トープや瞬間湯沸器などガス器具の不完全燃焼による一酸化炭素中毒です。こ
　れは、新建材やアルミサッシなどの普及によって住宅の気密性が高まったにも
　かかわらず、換気が十分でないために起きる事故です。酸欠事故を防ぐため、
　今一度、わが家の換気について点検しtみてください。

は

“
空
気
の

　
　
　
大
食
漢
”

　
私
た
ち
人
間
が
、
空
気
（
酸
素
）
を

吸
っ
て
生
き
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
ガ

ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
、
燃
え
る
た
め

に
は
空
気
（
酸
素
）
が
必
要
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
空
気
の
必
要
量
は
、
人

間
と
ガ
ス
器
具
の
場
合
で
は
断
然
ち
が

い
ま
す
。

　
一
人
の
人
間
が
、
安
静
に
し
て
い
る

と
き
に
必
要
な
空
気
の
量
は
、
一
時
間

で
ド
ラ
ム
カ
ン
（
○
・
二
立
方
メ
ー

ト
ル
）
二
本
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
さ
て
、
ガ
ス
器
具
を
一
時
間
連
続
し

て
使
っ
た
場
合
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
空

気
が
必
要
か
と
い
う
と
、

（
が
諜
飾
（
腔
汐
瑠
磐
糧
）

ス
ト
ー
ブ
（
四
畳
半
用
）
：
…
7
本
分

コ
ン
ロ
…
…
…
…
…
…
：
12
本
分

小
型
瞬
間
湯
沸
器
：
：
…
…
36
本
分

風
呂
ガ
マ
…
：
：
…
：
：
…
54
本
分

　
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
私
た
ち
人
間
に

比
べ
て
、
は
る
か
に
多
く
の
空
気
が
必

要
な
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
ガ
ス
器
具
と

い
う
“
空
気
の
大
食
漢
”
と
同
居
し
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
酸
欠
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
室

内
の
換
気
に
は
ト
分
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
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竣
碕

倉
●
庵

彙
聰
纏
酵

　
　
　
　
　
郵
便
局
か
ら

　
十
二
月
一
日
か
ら
、
大
白
倉
・
小
白

倉
部
落
の
集
配
業
務
及
び
貯
金
・
保
険

の
集
金
事
務
を
、
橘
郵
便
局
で
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
郵
便
番
号
は
、
九
四
八
ー
〇
二
が
、

九
四
八
ー
〇
三
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
後
、
郵
便
を
出
さ
れ
る
と
き
に
は
、

郵
便
番
号
を
書
き
ち
が
い
さ
れ
な
い
よ

鶏●縦，

簸

a》

麟
§3

磐
蒙
産÷

慧
蓼

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
●
臼
●
顧
●
“
●
日
●
頃
●
『
●
－
●
．
●
“
●
“
●
”
■
『
●
帰
●
4
●
己
●
－
●

　
年
賀
状
は
早
目
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
元
日
に
ま
に
合
わ
せ
る
に
た
め
に
は
、

遅
く
と
も
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
子
供
さ
ん
あ
て
の
も
の

は
、
保
護
者
の
氏
名
を
忘
れ
ず
に
、
町

名
・
番
地
も
正
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

今
日
の
繁
栄
は

　
　
先
輩
た
ち
の
お
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
羽
鳥
鉄
義
さ
ん

、
郷
里
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

　
毎
日
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
お
便
り

も
遅
れ
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、
私
の
近
況
を
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。

　
終
戦
後
、
こ
の
三
軒
茶
屋
に
引
揚

げ
て
来
て
以
来
、
も
う
、
三
十
二
、

三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
営
業
所
は
、

遊
技
場
が
三
軒
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
喫

茶
店
、
中
華
料
理
店
と
六
か
所
に
な

り
ま
し
た
。
従
業
員
は
百
名
く
ら
い

で
す
。
橘
出
身
者
も
四
名
ほ
ど
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。

　
商
売
や
仕
事
を
通
じ
て
考
え
る
こ

と
は
、
現
在
の
私
た
ち
は
、
非
常
に

恵
ま
れ
た
時
代
に
生
き
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
過
去
の
時
代
に
は
、

思
い
も
及
ば
ぬ
生
活
の
で
き
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
衣
・
食
・
住
と
も

に
、
昔
の
こ
と
は
夢
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
で
も
、
今
日
の
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
も
の
は
、
故
人
や
先
輩
の
血
の
に

じ
む
よ
う
な
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
遠
い
昔
か
ら
の
人
々

の
努
力
の
結
晶
が
、
今
の
わ
れ
わ
れ

に
報
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
恩
に
報
い
る
に
は
、
私
た
ち

は
毎
日
の
営
業
や
仕
事
を
通
じ
て
、

こ
た
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
世
の
人
に
、
ま
た
お
客
様
に
対

し
て
、
よ
り
よ
い
奉
仕
の
心
で
接
し

て
行
く
こ
と
、
そ
し
て
、
物
事
に
も
、

精
神
的
に
も
、
よ
り
よ
い
も
の
を
次

の
人
た
ち
に
残
し
て
い
く
、

私
た
ち
の
務
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
…
…
…
　
こ
ん
な
こ
と
を
従
業

員
た
ち
と
話
合
い
、
毎
日
が
ん
ば
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
消
息
は
、
い
つ
聞
い

て
も
懐
し
い
も
の
で
す
。
私
は
毎
年

一
回
、
東
京
や
近
く
に
住
ん
で
い
る

同
級
生
（
小
学
校
時
代
の
）
と
会
合

し
、
一
日
を
幼
い
時
代
の
話
や
、
今

ま
で
の
で
き
ご
と
、
生
活
の
こ
と
な

ど
を
話
合
っ
て
い
ま
す
。
近
ご
ろ
は

孫
の
話
等
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ど
う
か
皆
さ
ん
、
お
体
を
大
切
に
、

健
康
は
、
何
よ
り
も
幸
せ
で
す
。

　
世
田
谷
の
三
軒
茶
屋
で
、
皆
さ
ん

の
幸
せ
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

・
離
町
昭
和
21
年

・
職
業
会
社
社
長

（
六
十
一
歳
）

　
　
　
　
　
そ
れ
が

羨；孫難轍鰍蔓窺誉鷺簸華

わ
し
の
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
自
慢
醸
．

層
鴬
帆
酪
農
鳶
幽
嬬
豹
聯
曹
騨
懸
属
鞭
畷
伽
響

　
　
”
詩
”
の
ル
ー
ツ
を
知
り
た
く
て
、

詩
人
の
須
藤
さ
ん
を
お
た
ず
ね
し
た
。

　
　
例
年
、
今
ご
ろ
に
な
る
と
新
聞
社
か

　
　
、
ら
　
新
年
号
の
随
筆
依
頼
や
、

文
芸
欄
の
選
者
と
し
て
大
忙

が
し
の
人
で
あ
る
。

　
「
い
や
ー
、
子
供
の
こ
ろ

か
ら
好
き
だ
っ
た
と
い
う
だ

け
で
す
よ
。
」
、
と
謙
そ
ん

の
第
一
声
、
し
か
し
、
こ
れ

　
　
　
ノ

ま
で
に
．
冬
へ
の
牧
歌
・
牧

歌
〃
と
二
冊
の
詩
集
を
刊
行

さ
れ
、
今
ま
た
三
刊
目
に
意

欲
を
そ
そ
が
れ
て
い
る
。

　
知
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
が
、

こ
の
人
は
大
の
宮
沢
賢
治

フ
ァ
ン
で
も
あ
る
の
だ
。

　
「
私
は
、
盛
岡
高
等
農

林
学
校
（
現
岩
手
農
大
）

の
卒
業
な
ん
で
す
が
、
宮

沢
賢
治
さ
ん
も
、
同
じ
学

後
に
至
っ
て
多
く
の
作
品
が
日
の
め
を

見
た
の
だ
と
い
う
。

　
「
私
が
宮
沢
さ
ん
を
知
り
、
感
銘
し

た
の
は
、
や
は
り
、
戦
後
に
見
た
“
風

の
又
三
郎
”
で
し
た
。
彼
は
、
は
じ
め

教
師
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
後
に
は
地
域

の
農
業
青
年
た
ち
の
指
導
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
自
ら
も
泥
に
ま
み
れ
る
百
姓

　
　
　
、

　
　
　
ぬ

　
　
　
が

の
き
鍬
生

」詩
＼
＼

仁田　須藤茂一さん

校
の
先
輩
だ
っ
た
ん
で
す
ね
え
。
」
と

い
っ
て
も
、
須
藤
さ
ん
は
昭
和
六
年
の

入
学
、
宮
沢
さ
ん
は
、
昭
和
八
年
に
は

没
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
宮
沢
文
学

な
ど
は
か
け
ら
も
世
に
出
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
の
だ
。

　
そ
れ
が
、
戦
中
に
な
っ
て
“
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
〃
が
国
民
に
口
ず
さ
ま
れ
、
戦

思
い
ま
す
。

　
お
庭
か
ら
八
海
山
を
望
み
、

は
節
黒
城
跡
か
ら
町
を
見
お
ろ
し
、

を
お
ど
ら
せ
る
須
藤
さ
ん
、

部
は
、
十
日
町
高
校
応
援
歌
と
し
て
今

も
う
た
い
つ
が
れ
て
い
る
。

　
詩
は
、
人
生
の
は
げ
み
で
も
あ
っ
た

と
述
懐
す
る
須
藤
さ
ん
で
あ
る
。

に
生
き
た
人
な
ん
で
す
。
そ

ん
な
境
遇
を
知
り
、
私
に
も

似
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
そ
れ
以
来
、
も
う
、

と
り
こ
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
賢
次
さ
ん
の
詩
を
口
ず

さ
む
と
、
痛
い
ほ
ど
う
つ
も

の
を
感
じ
ま
す
。
」

　
い
つ
の
ま
に
か
、
そ
の
一

編
を
陶
酔
し
た
よ
う
に
朗
読

す
る
。

　
　
「
だ
れ
で
も
、
き
れ
い

　
な
も
の
に
あ
こ
が
れ
、
う

　
た
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

　
そ
れ
を
こ
と
ば
に
表
わ
し
、

　
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
感
覚
的

　
に
表
現
す
る
の
が
詩
だ
と

　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
　
　
　
　
　
　
作
品
の
一
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出忌
善

交
通
安
全

　
　
チ
ヤ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
益
金
な
ど

　
安
全
協
会
千
手
支
部
及
び
上
野
支
部

か
ら
、
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

の
収
益
金
四
万
七
千
円
（
千
手
支
部
・

二
万
七
千
円
、
上
野
支
部
・
二
万
円
）

を
町
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
交
通
安
全
施
設
の
充
実

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
す
。

　
詩
吟
を
楽
し
む
上
野
吟
詠
会
（
神
風

流
粋
吟
会
川
西
支
部
上
野
吟
詠
会
）
の

皆
さ
ん
か
ら
、
上
野
地
区
公
民
館
使
用

の
お
礼
と
し
て
一
万
円
を
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一冬の交通事故
　　　　　　防止運動一
◇期間　12／12　～　1／10まで

o重点
　・飲酒運転の追放

　・スリップ事故の防止

　・夜間事故の防止

Oスローガン

　～事故を呼ぶ飲酒運転雪の道～

衡
謬
老
化
を
ス
ト
ツ
ヲ

黒惚渋組みひも

作
り
に
ち
ょ
う
戦

　
　
　
ヨ
む
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
ヘ
ヤ
　
　
ヘ

　
　
σ
“
“
U
、
、
、
　
　
　
　
　
　
の
お
年
寄
り
た
ち

※道路交通法の改正で、ミ酒酔い運転ミは

即免許取り消しです。※

雲

1・12月12日（火）／午前9時～正午
lまで、上野の一部。　　　　　　　　l

l　　　　　　　＿　　　　l
l・12月13日　（水）／午削9時～午後～
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　1時まで、三領・小根岸。

　・12月14日（木）／午前9時～午後

　1時まで、越ケ沢。

　・12月15日（金）／午前8時30分～
愚午後1時まで、寺尾の一部。　　　　i
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▲組みひもに一心不乱のお年寄りたち。

　
ら
そ
の
糸
は
、
こ
っ
ち
だ

コ
ッ
ツ
オ
ウ
。
」
　
「
エ
エ
ー
、

オ
ラ
、
そ
っ
ち
だ
と
思
わ
ヤ

ァ
。
」
　
「
ホ
レ
、
あ
み
目
が

ち
が
う
が
ノ
シ
。
」
　
「
エ
エ

ー
、
ホ
ン
ダ
。
」
…
…
…

　
こ
の
と
こ
ろ
、
お
年
寄
り
た

ち
の
活
躍
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
始
め
た
オ
ウ
ミ

は
、
も
う
ベ
テ
ヲ
ン
級
が
ぞ
く

ぞ
く
、
し
め
な
わ
な
ど
、
わ
ら

工
品
作
り
も
、
各
地
で
ま
す
ま

す
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
あ
き
足

り
な
い
老
人
た
ち
は
、
今

度
は
”
組
み
ひ
も
”
作
り

に
ち
ょ
う
戦
し
始
め
た
の

で
す
。
前
段
の
や
り
と
り

は
、
一
心
不
乱
に
組
み
ひ

も
作
り
を
す
る
お
年
寄
り

た
ち
が
、
つ
い
も
ら
し
て
し
ま
う
会
話

な
の
で
す
。

　
　
”
組
み
ひ
も
”
と
い
え
ば
、
女
の
人

の
和
装
に
は
、
帯
留
め
と
し
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
こ
と
に
、
絹
糸
で
組

み
あ
げ
た
高
級
帯
留
め
と
も
な
れ
ば
、

大
変
な
値
段
に
な
る
こ
と
を
皆
さ
ん
も

ご
存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
高

級
品
作
り
を
目
ざ
し
て
、
町
の
老
人
た

ち
も
立
ち
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　
先
日
、
月
見
荘
で
講
習
会
が
あ
り
十

五
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
集
っ
て
い
ま

し
た
の
で
お
た
ず
ね
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
集
っ
た
人
た
ち
は
、
ま
だ
、

初
心
者
ば
か
り
な
の
で
、
絹
糸
な
ら
ぬ

毛
糸
に
よ
る
組
み
ひ
も
作
業
で
す
。

　
聞
い
て
み
ま
す
と
、
こ
の
組
み
ひ
も

と
い
う
の
は
、
あ
み
方
や
本
数
の
多
少

に
よ
り
、
何
百
種
類
も
の
方
法
が
あ
る

の
だ
そ
う
で
す
。

　
つ
い
最
近
始
め
た
ば
か
り
の
お
年
寄

り
た
ち
は
、
せ
い
ぜ
い
六
本
か
ら
八
本

く
ら
い
の
糸
を
操
作
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
　
「
こ
の
糸
は
あ
っ
ち
、
そ
っ

ち
の
糸
を
手
前
に
…
…
…
凶
と
い
っ

た
具
合
で
、
単
調
と
も
見
え
る
作
業
が

繰
り
返
え
さ
れ
る
の
で
す
が
…
…
…
・
・

順
序
を
ま
ち
が
え
れ
ば
、
す
ぐ
か
わ
っ

た
形
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
か
ら
、
や
は
り

辛
苦
仕
事
に
は
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
市
か
ら
お
い
で
の
講
師
も
、

「
組
む
本
数
が
多
く
な
り
、
色
模
様
を

つ
け
た
り
、
と
な
る
と
、
さ
ら
に
複
雑

な
作
業
と
な
り
ま
す
。
組
み
方
の
順
序

は
も
ち
ろ
ん
ま
ち
が
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
が
、
し
め
る
力
を
常
に
平
ら
に
加
え

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
已

　
ど
う
や
ら
、
一
人
立
ち
し
て
古
羅
品

作
り
が
で
き
る
の
は
、
も
う
少
し
の
精

進
が
必
要
と
見
ま
し
た
。

　
「
単
調
な
よ
う
で
も
、
結
構
頭
を
使

う
も
の
で
す
よ
。
脳
の
再
生
で
も
な
い

で
し
ょ
う
が
、
手
先
き
を
動
か
し
、
頭

を
使
っ
て
老
化
を
防
い
で
も
ら
う
に
は

適
当
な
作
業
で
す
。
」
と
は
、
老
人
パ

ワ
；
を
指
揮
す
る
藤
本
秀
雄
会
長
の
弁
。

　
組
み
ひ
も
も
、
や
は
り
技
術
が
忘
れ

ら
れ
、
伝
承
者
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
も
い
う
の
で
す
。

　
希
望
者
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
で
も
こ

の
講
習
会
を
開
い
て
く
れ
る
と
い
い
ま

す
か
ら
、
老
化
現
象
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
た
い
方
は
、
社
会
課
ま
で
ご
一
報
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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昔
か
ら
腹
八
分
目
、
酒
も
飲
み
方

　
に
よ
っ
て
は
百
薬
の
長
と
い
わ
れ
て

　
来
ま
し
た
。

　
　
年
末
・
年
始
は
、
飲
み
食
い
の
多

　
い
時
期
で
す
。
暴
飲
暴
食
を
さ
け
、

　
健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
※
二
日
酔
い
で
苦
し
む
よ
り
も
…
…

　
　
●
自
分
の
適
量
を
知
り
、
量
を
す

　
　
ご
さ
な
い
よ
う
に
。

　
　
●
酒
を
素
飲
み
に
し
な
い
。

　
　
●
楽
し
み
な
が
ら
飲
む
。

　
　
●
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
。

　
　
●
小
さ
い
さ
か
づ
き
で
。

　
　
●
酒
の
さ
か
な
は
、
野
菜
や
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
白
質
を
た
っ
ぷ
り
と

鰯霧鞠曙
と
る
よ
う
に
。
（
本

当
に
酒
を
好
き
な
人

は
、
塩
を
な
め
な
が

ら
飲
む
と
い
う
人
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

年の瀬から

　正月に向かって
　（酒と食事）

　
は
一
番
悪
い
こ
と
で
す
。
高
血
圧
、

心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
等
の
病
気
の
あ

　
あ
る
人
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

　
●
早
目
に
切
り
あ
げ
、
一
日
の
睡

　
眠
時
間
を
と
ら
れ
る
よ
う
な
宴
会

　
の
も
ち
方
を
。

※
食
事
に
つ
い
て

　
お
せ
ち
料
理
は
、
保
存
も
き
き
、

栄
養
的
に
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
最
近
は
つ
く
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
六
つ
の
基
礎
食
品
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
分
さ
れ
、
片
よ
り
の
な
い
食

事
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

　
日
本
人
の
よ
い
と
こ
ろ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
年
末
年
始
、
来
客

の
あ
る
た
び
に
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
、

こ
れ
で
は
体
が
も
ち
ま
せ
ん
し
、
肥

満
が
心
配
で
す
。
太
り
過
ぎ
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。
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上
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野
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大
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義
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澤
孝
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澤
猛
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口
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茂
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日
町
か
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み
ゆ
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け
ば
豆
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こ
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れ
し
稔
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秋

◎
草
の
実
を
つ
け
し
元
気
な
．
r
に
出
会
う

菊
花
展
見
と
れ
て
歩
み
は
か
ど
ら
ず

埃
梯
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な
く
て
菊
の
庭

紅
葉
の
向
う
に
白
き
山
見
え
し
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子
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く
秋
や
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残
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々
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色
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照
淡
く
冬
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暮
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や
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か
り
照
し
あ
り

木
枯
や
日
当
る
道
の
野
へ
曲
る

　
　
　
　
　
　
木
島
町
　
山
賀
　
芹
チ

枯
葉
舞
う
飯
場
の
扉
傾
き
て

プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木
の
落
葉
踏
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東
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小
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純
子
　
勇
一
　
長
女
発
電
所
通

　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

竃　小山藤　林田巻
昇仙
二
作
治
ツ
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上
　
町
　
　
六
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仁
田
　
　
七
一

中
仙
田
　
　
七
七

中
島
町
　
　
八
九

　
　
乱
潔
繭
警
穿

山
峡
の
館
埋
め
て
葛
の
花

手
拭
を
子
に
も
か
む
せ
て
霜
き
び
し

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

吊
さ
れ
し
大
根
白
き
小
春
か
な

の
こ
り
葉
の
少
く
な
り
て
柿
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

お
く
ね
ん
の
霜
苔
踏
ん
で
朝
詣
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貰
い
来
し
野
老
と
実
家
へ
裾
分
す

　
　
　
　
　
　
　
赤
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高
橋
　
笑
子

背
に
腹
に
懐
炉
を
抱
き
て
老
の
会
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着
ぶ
く
れ
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衣
の
篭
に
余
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
宏
予

こ
の
天
気
一
日
も
う
け
と
雪
便
り

花
盛
り
八
ツ
毛
大
き
く
冬
が
こ
い




